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大型高付加価値複合品の受注増強のための生産体制の構築
今後ますます精密加工及び複合品対応が要求されるプラスチック製品製造業において、要求精度に対応可能な大型射出成形機

を導入し、短納期実現のため大型製品を複合品対応可能とする生産体制を構築する。

補助事業の目的、取組のきっかけ

◆当社の事業と強み
当社は昭和38年よりプラスチック射出成形事業を行っていま

す。まず、家電用のプラスチック製ファスニング部品（連結用
パーツ）の単品の多品種大量生産を開始し、さらに、中部圏の
車用のプラスチック製ファスニング部品にも対応しました。そ
の後、車用の機能部品（各部品に静音性や防水性などの用途を
持たせた部品）の製造にも進出し、さらに、複合品（部品単品
同士を組立てたユニット）の製造も行うようになりました。ま
た、短納期実現のニーズに応えるため、金型の新規製造や一部
改良を内製化できる金型工場を新設しました。

当社は、受注先のニーズに応えるべく努力した結果、以下の
ような強みを持つに至っています。①製品図面はすべて電子デ
ータ化、②多種多様の生産設備を保有、③高い要求精度を実現
できる社員の育成、④働きやすい職場づくりの実践。

◆当社の課題
ファスニング部品は、当社が多品種大量生産に対応できるこ

とで受注できるものですが、油圧式射出成形機でも生産が可能
であるため、今後は低コストで生産が可能な海外の同業他社と
の競争が激化する見通しです。そのような中、自動車用の機能
部品といった高付加価値部品の製造にも挑戦し、受注量を大幅
に増加させましたが、高付加価値部品である機能部品も単品製
造であれば、いずれ海外の同業他社
にキャッチアップされる可能性が高
いです。当社の課題は、海外の競合
他社にキャッチアップされない、低
コストで高精度な部品を短納期で供
給する射出成形事業を行うことです。

補助事業の取組内容

このような中、設備が無いため外注している自動車関連部品
であるバンパーサポートのような大型機能部品（1750㎤）の

製造を内製化することで、低コスト・高精度・短納期を実現で
きる電動式大型射出成形機（350ｔクラス）の導入の要望が
出てきました。

◆事業の実施ステップ
①工場内設備レイアウトの検討・整備

生産管理の外部専門家を招いて、射出成形機を設置する場
所と製造工程から組立工程までの流れについて検討しました。
その結果、導入前は混在していた既存機械装置に対し、製品ご
との生産ライン
にレイアウト変
更し、余剰空間
に本事業で導入
した機械装置を
設置し、生産後
の製品の検査や
複合品組立をス
ムーズに行える
ようになりまし
た。
②電動式大型射出成形機の導入

株式会社ニイガタマシンテクノ製ニイガタ電動射出成形機
（MD350S800i22 
LP）を導入設置しま
した。併せて株式会
社ハーモ製取出し機

（HRXⅡ-300GWb）
などの付帯設備を導
入設置しました。
③生産ライン試験運転

導入した射出成型機にて試作品を生産し、要求公差の検証を
行い、公差内であることを確認しました。また、併せて付帯設
備についても検証し、動作に問題のないことを確認しました。

◆事業実施の成果
①低コスト化

精密加工を要する大型機能部品について、外注から内製に変

更し、外注費を削
減できました。ま
た、輸 送 費 で 約
0.3％、生産管理
費で約２％低減で
き、合計で約５％
の低コスト化がで
きました。
②短納期化

外注（期間５日）から内製（期間２日）にすることで３日の
納期短縮が可能となりました。当社の複合品組立工程では、同
業他社に見られ
る別事業所へ
の輸送を要しな
いため、即時に
着手が可能とな
りました。
③高精度化

電 動 式 射 出
成形機は油圧
式射出成形機
と比較して、サ
ーボモータによ
り射出装置の
制御が正確にで
き、射出条件の
安定化が可能
となりました。
また、製品の突き出し量の制御や多段付き出しなど、油圧式で
は難しかった制御が可能となりました。

補助事業の成果と今後の展開

◆補助事業の事業的成果
①単品受注から複合品受注へのシフト

本事業の実施により、小型のものから大型のものまでどのよ

うな精密加工も可能となり、従来のファスニング部品などのよ
うな単品受注から、付加価値の高い機能部品や複合品の受注へ
とシフトすることができました。

複合品等の事業割合の目標と結果

目標項目
直近期末

（H30.9.30）
実績

５年後
（R5.9.30）

目標

５年後
（R5.9.30）

実績

総受注に占める機能部品
と複合品の受注割合 約15％ 約40％ 約80％

②労働生産性の向上
平成29年に組立工場を新設し、生産レイアウトの改善を行

ったことにより、次工程までの製品の搬送の効率化が図れ、労
働生産性が約４％改善しました。この結果、売上が拡大するほ
ど収益性が高まる構造になりました。さらに、本事業の実施
で、実施前と比較して労働生産性を３％以上改善することが可
能となり、人材の新たな雇用や労働者の年収増に繋げていくこ
とができました。

労働者数の目標と結果

目標項目
直近期末

（H30.9.30）
実績

５年後
（R5.9.30）

目標

５年後
（R5.9.30）

実績

労働者数 129人 160人
（24.0％増）

150人
（自働化設備への
投資も実施）

◆今後の展開
①第５工場の稼働

本事業実施後も受注の増加が続き、ファスニング部品を製造
していた第１工場が手狭となり、より広い第５工場を建設し稼
働させました。従来の第１工場は複合品の組立工場に変更して
活用しています。
②より大型の電動式射出成形機の導入

350tの大型射出成形機を導入後も、顧客ニーズはより大型
の部品を求める傾向が続いており、補助金にてより大型の550t
の射出成型機を導入する予定で現在準備を進めています。
③安全や環境に関係する部品の受注

高付加価値化の点では、今後は安全や環境に関係するプラス
チック部品の需要が高まると予想しており、上記製品に特化し
た複合品の受注を目指して現在営業活動を進めています。
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